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広報たま力、わ平成14任2月

A 異常ブリオンが寄在しているのは牛の脳や神経などに隈られており、牛
肉や牛乳には含まれておりません。

異常ブリオンが言まれているのは、図のように牛の脳、

せき髄(詣骨の中にある神経の東)、張、回腸還{立部(小拐の

最後の 1mほど)に隈られており(ごれらは「特定危険部

位jと呼ばれています)、牛の肉や牛乳には含まれていませ

ん。ですから、現在、厚生労働省と農林水産省とで連携して

牛肉牛乳-乳製昂などの安全対策がとられていますが、も

ともと牛肉や牛乳は狂牛病の/1)配のない食昂なのです。し

かし、牛の解体作業中に異需プリオンを富んだせき髄など

が牛肉に付着する可能性などがゼ、己ではないことなどか

ら、安全性確保のための対策が現在とられているのです。

A イギリスなどでの経緯を
見ると、かなりかかりにく
い病気といえます。

現在までにイギソスだけで約18万頭の狂牛病が見

っかり、一部は禽用として消費されており、その中に

は脳を使用した食昂も喜まれています。それに対し

てVCJDを発病した人は、イギリス以外での患者を

喜めても約100名余りです。このことから者えると、

VCJDはかなりかかりにくい病気といえます。

A VCJDもCJDも人から人にうつること
はありません。
VCJDは異常ブリオンが体内で増殖することで生じる病気ですが、異常

ブリオンは保育者の異常プリオンを富んだ体の一部が大量に体内に入ら

芯い限り感染しません。ですから、保育者の脳の一部などを移植しない限

りうつるごとはありません。またCJDの原因は不明ですが、間様に移植な

どを除いてうつることはありません。かつてCJD患者の硬膜(脳の一部)や

角膜を移指したためCJDが感染したという不幸な問題が生じていますが、

舎日では対策がとられています。

A 牛に狂牛病を発生させないための対策と、狂牛病を発生した牛が食損な
どとして流通しないための対策がたてられています。

狂牛病の発生者防ぐ対策について

イギリスなどで狂牛病が大量に発生した額国としては、牛を解体したときにj棄物と怠った脳やせき髄などをf肉需粉Jとして牛の

銅料に混ぜたためと考えられています。肉骨粉の製造時は殺菌などのため高温で加熱処理していますが、異常ブリオンは通常のタン

パク露と巽芯り、乾燥すると3000C以上の高温でも変霞し芯いため、肉骨粉を介して異常ブソオンが家畜牛に広まり、狂牛病が流行

したという経緯があります。

日本での狂牛病の発生も輸入した肉需粉を介してと考えられ、現在、日本では牛の肉骨粉の使用は禁止され(運良者には罰則あ

り)、牛の解体時に廃吻として笠じる脳、せき髄、2良、白揚遠1立部は焼却処分されています。また解体時にこれからの特定危険部位の一

部が金肉などに混ざらないように配躍することになっています。

狂牛病の牛が流通しないための対策

現在では厚生労働省と農林水産省の連携により、さまざまな対策がとられています。

・平成13年10月18日より、全冨の全ての食関牛{こBS王迅速検査が行なわれ、感染していないととが確認されるまで、食肉はもちろ

ん、館料原料としても流通できなくなりました。これにより、これ以後BS日こ力、力、った牛の肉などが使用されたり販売されること

はなくなりました。

・加工食自に関しては、現在流通している禽昂に関して自主点横をし、牛の特定危険部位を謹んだり混入しているものは、食昂の製

造・販売の中止と自主回収が都道府県を通じてメー力ーに指導されています。

広報たまかわ平成14年2月

経牛

f狂牛病jはパニックともいえる辰応を、日本中に引き起こしました。

しかし、狂牛病とはどのような病気なのか、なぜ問題となったのか、伺が危険で安全なのか、

きちんと知っている人は少ないようです。

狂牛病について抱きやすい疑問について、Q&Aでわかりやすく説明しました。

A 牛の脳がスポンジ状になってしまい、
結果として死に至る病気です。

[狂牛病Jは正式には[ウシ伝達性溜綿状脳病CBSE)Jといい、牛

の脳がスポンジのようにス力ス力になってしまい、うまく機能し

なくなり、最終的{こ死に至る病気です。

牛は本来とても温厚な動物ですが、BSEにかかると攻撃的に怠

ることもあることから、{狂牛病jと呼ばれています。

A 狂牛病が食べ物を通じて人間にもうつる可能性があるととが
わかったためです。

脳がスカス力になってしまう病気は牛だけのものではなく、人間や羊、山羊など仁も寄在します。ごれからは円五遠性海綿状脳症

(TSE) J呼ばれますが、人の病気としてはJク口イツフ工)[;卜・ヤコブ病CCJD)Jが再名です。

CJDは高齢期に発病する病気であり、重い痴ほうから死に至る深刻な病気ですが、イギリスにおいて、 1995圧になってから若者

でCJDを発病するものが何人も出ました。これからは従来のCJDと病状や属態も異なっており、[新変異型ク己イツフェルト・ヤコ

ブ病CVCJD)Jと呼ばれることになったのですが、脳がBSEのようにスポンジ状になること、ネズミを使った動物実験芯ど力、ら、

VCJDの原因は狂牛病の可能性があると考えるようになりました。この病気は脳をさきむ牛の臓器を禽べることで感染する可能性が

示されたため、牛とそれに関連するさまざまな製品に注意が向けられるようになりました。

A 牛の脳や神経などに富まれるf異常プリ方ンJが食べ物を通じて
ロから入ることで感染すると考えられています。

まだ恨説の段階ですが、細胞内に普通にある「プリオンJというタンパク置が
変化した{異常プリオンJが原因と考えられています。牛の「異常プIjオンJがきさ
事を介して人体に入り、脳に流れ葺くと、そこで正常なプリオンを異常ブリオン

にどんどん変えていきます。その結果、脳細砲に変化が笠じ、脳がスポンジ状に

なってしまい、痴ほうが進行して、最終的{こは死に至ってしまうというのが現在

もっとも育力な説です。
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{新しい学習指導要領で学校は変ります。J

完全学校週5日制の下で『
f生きる力Jとは…

・自分で課題を見つけ、自ら掌び、自ら考え、主体的に判断し、

行動し、よりよく問題を解決する能力

・自らを律しつつ、他人と協調し、他人を患いやるJl)や感動する

lむなど豊か広人間性とたくましく笠きるための健康と体力 四辻分校の体験掌習

これまでの多くの知識を教え込みがちであった教南か

ら、吾どもたちに自ら学び自ら考える力を育成する教肯へ

と転擦を図ります。また、社会の変化に主体的に対応でき

る力を育成するとともに、豊かなI~\やたくましさをはぐく

みます。

これからの社会を宝きる予どもたちに必要な刀は・.. 

激しい変化が予想されるとれからの社会においては、生

涯を通じて、いつでも自由に学び続けるという生涯写習の

考え方を重に進めていく必要があります。このため、教膏

は学校教育のみで完結するのではなく、学校教育では生涯

掌習の基礎となる力を育成することが重要です。これから

のf子どもたちには、年号や地名などの細かな知識をたくさ

ん寛えていることより、自分で考え、 自分の考えをもち、

それを自分の言葉で表現できる力を身に付けていて、それ

を実際の生活に笠かすことができるようにすることが重要

です。

《これからの学校教育の目指す方向》

多くの知識を教え込む教育中自ら学び自ら考える力を青

てる教育

体験的な掌習、問題解決的な掌習を重視

③自ら学び自ら考える力の育成①完全学校週5日制の実施

どちらでもない
有意義ではない (←慨にいえない) 土曜日 I~
(来しく与し')一一一ι ¥、 休みではない

現在の土曜日の休みが楽しいか
(育意義であると思うか)

小学生

元
気
な
手
が
出
る
ふ
く
し
ま
ご
は
ん

毎

」央
は目
ん!

の

日
ご
ろ
、
な
に
げ
な
く
食
べ
て
い
る
「
ご
は
ん
」
が
私
た
ち
の
食
生
活
に

ど
れ
だ
け
貫
献
し
て
い
る
か
ご
寄
じ
で
す
か
。

近
年
、
食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、
主
食
で
あ
る
米
の
消
費
量
が
減
少
す

る
一
方
、
畜
産
物
、
油
脂
類
等
の
消
費
が
増
加
し
た
結
果
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
「
日
本
型
食
生
活
」
の
良
さ
が
失
わ
れ
、
栄
養
の
過
剰
摂
取
や
偏

り
さ
ら
に
は
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
食
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
を
抑
え
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
た
め
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
の
適
正
摂
取
を

求
め
て
い
ま
す
。

三
」
は
ん
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
も
う
一
度
ご
は
ん
を
中
山
と
し
た

栄
一
語
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
良
さ
を
男
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成14年2月

V
ご
は
ん
は
食
事
の
か
な
め

ご
は
ん
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
に
な
る
糖
質
(
炭
水
化
物
)

と
、
体
内
で
合
成
で
き
な
い
必

須
ア
ミ
ノ
酸
(
タ
ン
パ
ク
質
)
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
含
む
、
食
事
の

か
な
め
と
な
る
食
べ
物
で
す
o

v
ご
は
ん
で
肥
満
や
糖
尿
病
を

広報たまかわ

予
防
し
よ
う

お
米
な
ど
に
含
ま
れ
る
糖
質

は
優
先
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

に
使
わ
れ
る
た
め
、
ご
は
ん
は

太
る
原
因
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
ご
は
ん
は
粒
食
で
あ

り
、
そ
し
ゃ
く
が
必
要
で
消
化
・

吸
収
が
緩
や
か
に
な
る
た
め
、

イ
ン
ス
リ
ン
(
体
脂
肪
の
合
成

を
促
す
作
用
が
あ
る
ホ
ル
モ
ン
)

の
分
泌
を
余
り
刺
激
し
な
い
こ

と
か
ら
、
太
り
に
く
く
、
肥
満
や

日糖
尿
病
の
予
防
に
有
効
で
す
。

V
ご
は
ん
で
高
血
圧
、
高
脂
血

症
や
の
臓
病
を
予
防
し
よ
う

ご
は
ん
は
、
塩
分
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
含
ん
で

い
な
い
の

で
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
や
心

臓
病
の
予
防
に
有
効
で
す
。

V
ご
は
ん
で
便
秘
や
大
腸
が
ん

を
予
防
し
よ
う

ご
は
ん
は
、
整
腸
作
用
を
持

つ
食
物
繊
維
と
同
様
の
働
き
を

す
る
難
消
化
性
デ
ン
プ
ン

(レ

ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ

l
チ
)
を
含

み
、
便
秘
や
大
腸
が
ん
の
予
防

に
有
効
で
す
。

V
ご
は
ん
を
中
。
に
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
を

ご
は
ん
は
、
淡
白
な
昧
を
特

徴
と
す
る
の
で
、
ど
ん
な
食
材
、

ど
ん
な
料
理
と
も
組
み
合
わ
せ

申学生
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新しい学習指導要領では、各掌校が創意工夫を生かした

特色ある教育を展開し、特色ある掌校づくりができるよう、

各学校の自由度を拡大します。これによりミ子どもの実態に

より即した個性を笠かす教育が展開できるようになりま

す。

各掌校の創意工夫で柔軟な時間割が組めます。

砂実験を行なう理科の授業は75分授業を行怠ったり、

日々の習熟のl必要な英語は25分授業を毎日行なうなど、

各学校で工夫できます。

険特定の時期に集中して授業を行なうことができます。

例えば、コンビュータの授業を第 1掌期に集中して行な

うことなど

総合的な学習の時間が新設されます。

砂この時間は、小学校3年生以上に設けられ、各学校が創

意、工夫を生かした特色ある教青活動が展開されます。

④特色ある学校づくりの推進文部料学省{学校教育に関する意識調資J(平成10年2月調査)より

今回の改訂では、完全掌校週5日制の下、ゆとりの中で、

三子どもたちに 「生きる力jを育成することを目指していま

す。新しい学習指導要領の趣旨を踏まえ、掌校が吾どもた

ちにとって翼に楽しい学びの揚となるごとが期待されてい

ます。

平成14年度から、毎週土曜日を休みとする完全学校週

5日開が、すべての幼稚園、小学校、中学校芯どにおいて

一斉に実施されます。

学校週5日制は…

掌校週5日制は、学校、家庭、地域社会での教青や生活

全体で、三子どもたちに[生きる力Jをはぐくみ、健やかな

成長を促すものです。

土曜日や日曜日を利用して、家庭や地域社会でミ子どもた

ちが生活体験や自然体験、社会体験、文佑 -スポーツ活動

など様々な活動や体験をすることが望まれます。

休みの土曜日を三子どもたちは-

;子どもたちは、土曜日の休みが[楽しいH奇意義であるj

と考えています。

楽しい学校の実現

高校笠

②わかる授業、

が
で
き
、
和
食
、
洋
食
、
中
華

の
い
ず
れ
に
も
主
食
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
パ
ン
や
め
ん

に
比
べ
、
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆

製
品
な
ど
の
、
千
菜
と
野
菜
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

V
ご
は
ん
で
正
し
く
豊
か
な
食

習
慣
を

淡
白
な
味
の
ご
は
ん
を
主
食

に
す
る
こ
と
、
子
供
の
頃
か
ら

様
々
な
食
べ
物
を
食
べ
る
習
慣

が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
生
涯
を

通
じ
て
豊
か
な
食
体
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

健
康
で
豊
か
な
日
本
人
固
有
の

食
生
活
の
土
台
が
築
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
は
ん
を
お
粥
に
す

る
こ
と
で
、
高
齢
期
の
消
化
を

助
け
る
た
め
の
食
事
や
離
乳
食

に
も
な
り
ま
す
。

V
ご
は
ん
で
お
い
し
く
楽
し
い

食
事
を

ご
は
ん
の
あ
る
食
卓
で
、
家

族
団
ら
ん
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
、
お
い
し
い
食
事
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
み
ん

な
と
ご
は
ん
の
あ
る
食
卓
を
囲

む
こ
と
は
、
地
域
の
食
文
化
や

家
庭
の
味
の
継
承
、
箸
の
持
ち

方
や
食
事
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け

る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

予どもたちの学習状況は…・-

吾どもたちの学習状況を見ると、主体としてはおおむね

良招であると言えるものの、多くの知識を詰め込む医業に

なっていること、ゆとりをもって掌習できずに教青内容を

十分理解できない吾どもが少なくないことなどが指摘され

ています。

ミ子どもたちの f掌校笠活への満足感Jr学校の授業の理

解度jを売ると、掌年が上がるにつれて、満足感、理解度

とも低下しているという傾向が見られます。

玉
川
村
の

生
産
調
整
面
積
決
ま
る

福
島
県
の
平
成
十
四
年
産
米
生

産
調
整
目
標
而
積
は
、
米
の
需
給

回
復
と
稲
作
経
営
の
安
定
を
関
る

観
点
か
ら
、
米
の
作
付
面
積
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
七
五
，
八

一一

凶
、
生
産
調
整
目
標
面
積

は
三
六
，
五
七
六
回
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
十

凶
年
度
の
水
間
農
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
「
福
島
県
水
田
農
業

振
興
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
生

産
調
整
目
標
面
積
の
雄
実
な
達
成

に
向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
の

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
取
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成14年度玉川村の米の作付面積に関する

ガイドライン並びに生産調整目標面積

平成14年度の米の作付窃 平成14年度宝産調整

積に関するガイドライン 目標面積
うち

(主食用水稲) 緊急J広大分
玉川村

ha ha ha 

342.6998 169.8976 9.7600 
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平成14年2月広報たまかわ

成
人
に
あ
た
っ
て

野
崎
知
佳
さ
ん

(
川
辺
)

平成14年2月

私
は
大
学
進
学
を
機
に
、
今
は

東
京
で

一
人
暮
ら
じ
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
現
在
の
心
境
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
十
八
年
間
と
い
う
長
い
月

日
を
、
自
然
が
美
し
く
、
人
々
が

温
か
い
玉
川
村
で
育
ち
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
友
人
に
恵
ま
れ
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
は
、

長
年
の
夢
だ
っ
た
語
学
研
修
に
も

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
語
学
研
修
に
行
く
こ
と

広報たまかわ

や
、
東
京
の
大
学
に
行
く
こ
と
を

跨
路
せ
ず
、
応
援
し
て
く
れ
た
両

親
に
は
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
一

人
暮
ら
し
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
改
め
て
家
族
の

有
難
さ
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
身
の
周
り
の
こ
と
や
体

調
管
理
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
自
分
自
身
で
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
大
変
さ
を
身

に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
る
と

一
般
的
に
は

「
大
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ

一
人
前
の
大

人
だ
と
は
自
信
を
持
っ
て
一一一一口え
ま

せ
ん
。
ま
だ
親
か
ら
も
自
立
し
て

い
な
い
し
、
精
神
的
に
も
少
し
子

ど
も
だ
と
患
い
ま
す
。
大
学
生
に

な
っ
て
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
自
分

の
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
で
す
か
ら
、
将
来
は
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会
い

る
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
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玉
川
村
主
催
の
平
成
十
四
年
成
人
式
は
、
一
月
十
四
日
(
月
)
午

前
十
時
か
ら
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
成
人
者
の
ほ
か
来
賓
と
し
て
県
議
会
議
員
、
村
議

会
議
員
、
選
挙
管
理
委
員
や
教
育
委
員
な
ど
関
係
者
が
多
数
出
席

し
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。青

れ

謝辞を述べる矢吹千霊さん

式
典
当
日
は
、
冬
却
の
気
圧
配

置
も
く
ず
れ
、
穏
や
か
な
天
候
で

早
春
を
思
わ
せ
る
温
か
さ
と
な
り
、

色
鮮
や
か
な
振
り
袖
姿
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
者
の
皆
さ
ん
が
次
々

と
会
場
に
到
着
す
る
と
成
人
式
の

ム
l
ド
が
盛
上
が
り
ま
し
た
。

式
は
、
車
田
教
育
長
の
開
式
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
厳
正
な
中
で

国
家
斉
唱
が
行
な
わ
れ
た
後
、
車

出
村
長
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
矢
部
教
育
委
員
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
岡
部
教
育
次
長

か
ら
新
成
人
者
の
名
前
を

一
人
ひ

と
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
小

す
る
た
め
に
、
妥
協
せ
ず
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
式
を
境
に

石
森
美
由
紀
さ
ん

(
山
小
屋
)

私
は
、
今
東
京
の
歯
科
衛
生
士

専
門
学
校
の
卒
業
試
験
の
合
聞
に

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
学
校
の

授
業
は
と
て
も
大
変
で
す
c

で
も

専
門
知
識
を
身
に
付
け
自
立
す
る

た
め
の
第

一
歩
で
す
。
こ
の
後
に

国
家
試
験
を
受
け
ま
す
。
で
も
自

分
で
、
選
ん
だ
職
業
な
の
で
苦
に

な
り
ま
せ
ん
。
父
母
に
は
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
が
進
路

を
決
め
た
と
き
、
反
対
し
な
い
で

「や

っ
て
み
ろ
」
と
東
京
へ
だ
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
ま
だ
い

ろ
ん
な
面
で
世
話
を
か
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
国
家
試
験
に
合
格
し
、

就
職
す
る
ま
で
面
倒
を
見
て
く
だ

さ
い
。

の

r~ 

出

針
祐
子
さ
ん
(
中
)
に
車
田
村
長
か

ら
成
人
証
書
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

塩
田
県
議
会
議
員
や
西
川
村
議

会
議
長
、
仁
井
田
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
成
人
者

に
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

成
人
を
代
表
し
て
矢
吹
千
夏
さ

ん
(
吉
)
が
「
盛
大
な
式
の
挙
行
に

感
謝
し
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
の

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
無
に
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
今
日
の
感
激
を

忘
れ
な
い
で
今
後
の
人
生
を
歩
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

私
は
、
成
人
式
を
境
に
、
自
分

の
進
路
に
向
か
っ
て
気
持
ち
を
新

に
、
国
家
試
験
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
。
そ
し
て
、
歯
科
衛
生
士
と

し
て
仕
事
に
つ
き
、
多
く
の
人
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

社
会
の
中
で
、
色
々
な
勉
強
や
経

験
を
し
て
成
長
し
た
い
。
そ
ん
な

中
で
試
練
が
あ
る
か
も
、
そ
ん
な

時
は
、
父
親
譲
り
の
根
性
で
乗
り

切
っ
て
ゆ
き
た
い
。

「
人
間
諦
め
な
け
れ
ば
、
道
は

開
け
る
、
何
事
も
中
途
半
端
に
す

る
な
」
こ
の
言
葉
を
頭
に
頑
張
り

た
い
。
で
も
ど
う
し
て
も
だ
め
な

時
は
、
や
は
り
両
親
に
相
談
す
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
は
、
相
談
に

乗
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
も
自
分
の

考
え
を
持
っ
て
挫
折
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

父
母
に
は
、
今
ま
で
、
た
く
さ

ん
の
心
配
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
心
配
を
か
け
た
以
上
に
、
社

会
人
に
な
っ
た
ら
、
親
孝
行
を
し

た
い
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
旅
立

つ
私
の
こ
と
を
温
か
い
眼
差
し

で
、
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
、
振
り
袖
ど
う
も
あ
り
が
と

う
、
成
人
の
思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。

一
生
大
事
に
し

ま
す
。
こ
れ
が
私
の
成
人
の
感
想

に
角
田
助
役
の
閉
会
の
こ
と
ば
で

式
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

成
人
式
終
了
後
、
会
場
を
隣
の

ホ
l
ル
に
移
し
て
、
成
人
者
で
構

成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
「
二
十
歳
の
祝
賀
パ
ー
テ

ィ
ー
」
が
開
か
れ
ま
し
た
c

中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お
祝

い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、

皆
で
乾
杯
を
し
て
大
人
に
な

っ
た

喜
び
を
か
み
締
め
て
い
ま
し
た
。恩師にあいさっする新成人

で
す
。

提
案
な
の
で
す
が
、
成
人
の
日

を、

日
曜
日
に
変
更
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
大
半
の
人
た
ち
は
、
次

の
日
か
ら
、
授
業
や
仕
事
で
忙
し

く
帰
る
た
め
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ

っ
た
ら
と

一
人
で
考
え
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

平
成
十
三
年

一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
「
社
会
保
険
料

控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
十

三
年
分
の
保
険
料
の
他
に
も
、

過
去
の
期
間
分
で
未
納
や
免
除

を
受
け
て
い
た
分
を
納
め
た
場

合
も
含
め
て
、
平
成
十
三
年
中

に
納
め
た
全
部
の
保
険
料
納
付

額
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
分
と
し
て
納

め
た
保
険
料
額
も
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

守
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今年の無火災を祈り

消防岡出初め

今
回
で
、
一
二
十
九
回
を
迎
え
た

村
氏
囲
碁
将
棋
大
会
は
、
一
月
二

十
日
(
日
)
に
村
就
業
改
葬
セ
ン
タ

ー
日
本
間
で
、
由
主
仲
十
七
名
、
将

棋
二
十
五
名
が
参
加
し
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
口

競
技
は
、
閥
碁
、
将
棋
と
も
に

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
四
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

平成14年2月広報たまかわ

新
年
恒
例
の
消
防
出
初
め
式

は
、
一
月
六
日
午
前
九
時
か
ら
須

釜
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
身
に
凍
み
る
寒
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
団
員
と
婦

人
消
防
隊
員
合
わ
せ
て

2
7
0
名

は
、
部
隊
編
成
な
ど
に
機
敏
な
動

き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
統
監
で
あ
る
車
田
村
長

に
よ
る
観
閲
と
通
常
点
検
で
も
団

員
は
志
気
旺
盛
な
と
こ
ろ
を
見
せ

て
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り

予
防
消
防
を
徹
底
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

き
戦
い
!

村
民
囲
碁
将
棋
大
会

-
囲
暑
の
部

A
ク
ラ
ス

優
勝
一
戸
嶋
美
樹
男
・
一
位

藤
三
千
雄
・
一
一
一
位
塩
沢
正
勝

B
ク
ラ
ス

優
勝
川
田
正
裕
・
一
一
位
安

倍
孝
・
一
一
一
位
阿
部
荘
一

C
ク
ラ
ス

優

勝

宗

形

麻

美

・

二

位

有

賀
良
輔
・
一
一
一
位
宗
形
賢
介

。
ク
ラ
ス

優

勝

塩

沢

誠

輪
健
太
・
一
一
一
位

-
二
位
三

小

針

隆

太

-
将
棋
の
部

A
ク
ラ
ス

優

勝

双

里

政

博

・

位

里
正
輝
・
一
一
一
位
高
原

B
ク
ラ
ス

優

勝

大

竹

照

雄

・

二

位

柳

沼
保
・
一
一
一
位
高
坂
光
憲

C
ク
ラ
ス

優

勝

大

木

実

・

二

位

山
哲
司
・
二
一
位
一
石
森

D
ク
ラ
ス

優
勝
争
湯
沢
健
太
・
二
位

針

・

一

一

一

位

積

回

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

三
月
一

観潤を行う車問村長

今
年
も
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
よ
り

J

層
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
ち

ょ
っ
と
し
た
火
で
も
大
火
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
十
件
の

出
動
中
五
件
が
た
さ
火
の
不
始
末

が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
た

き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
な
い
明
る
い
詰
守
つ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

力.~ I旦!

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
量
か
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

た
き
火
は
し
な
い
。

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

一一L.

/'¥ 

E里
ょっぱの会(双嬰不二枝会長)では、 12月2巴保健セ

ンターで、 rIJ¥掌生のためのバランス食jと題して、

親予約30名が参加して料理教室を開催されました。

メニューは、「きのこがいっぱいまぜご飯Hとりの
巣ごもりHかんたんサラ夕、Hみそ汁jなどを、参加し

た方々は和気藷々の中で料理していましたc

最後に、皆さんで作った料理を感想を述べながら美

昧しそうに食べました。

事ヰで親吾

臼
(
金
)
か
ら
三
月
七
日
(
木
)

r七

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
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固定資産税

台帳の縦覧

平
成
十
四
年
度
同
定
資
産

税
台
帳
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

本
人
の
ほ
か
委
任
状
を
お
持

ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

V
期

間

三
月
一
日

1
五
月
二
十
七
日

(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

V
時

間

午
前
八
時
三
十
分
1
午
後
五

時
ま
で

V
場

所

す
よ
又
品
川
川
見
次
カ
附
木

feJ
ィ

1
1
7
1三一一
μ

県保健福祉事務所

の設置について

平成14年4月1日から葉社会寵

祉事務所と保健所を統合し、新に保

健福祉事務所と芯ります。保健福祉

事務所は社会詣社、保健、医療及び

衛生仁関する業務を行う事務所で

す。設霊場所1d:，現保健所庁曾で、

県南、槽双保健寄祉事務所は、当面

保健所庁奮と合同庁舎内の現社会福

祉事務所フ口アを使用して業務を行

うことになります。

間会わせ先

黒庁医務福祉課

ti024(521) 7219 

双:}.1 

川田正硲さんの水彩縦小林五郎さんの油彩

二人展
川田正裕さん(岩法寺)と小林五郎さん(鏡15)の三人農

は、 1月228から2月5日まで、村就業改善センター口

ピーに、 )11由さんの水彩画21点と小林さんの油彩画19点
が展示されて聞かれました。

総画の一つひとつには、自然のやさしさ、美しさがタッ

チに現われ、訪れた人々の巴を楽しませていました。

~自然美に魅せられて~

県
グ
レ
ー
ト
雌
ア
カ
デ
ミ
ー

県
中
公
開
講
座

F
E
H
H
4
u
d
月
岡
田

H
t車

『叶田

i
'晶
命
E
句
、
罰

n
w
m制
H

公
開
講
座
は
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
積
極
的
に
社
会
に

参
加
し
、
地
域
社
会
の
様
々
な
分

野
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

こ
う
と
す
る
意
欲
あ
る
人
の
研
修

の
場
と
し
て
、
村
内
文
化
団
体
、

ス
ポ

i
ツ
団
体
、

P
T
A
関
係
者

五
十
六
名
が
参
加
し
て
、
一
月
十

日
(
木
)
に
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

E
本
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
「
粋
・
意
気
チ
ャ

レ
ン
ジ
応
援
団
」
の
演
題
で
、
県

教
育
庁
県
中
教
育
事
務
所
・
生
涯

学
習
課
長
の
永
瀬
克
己
先
生
が

「
社
会
貢
献
は
、
こ
れ
ま
で
自
分

を
育
て
て
く
れ
た
世
の
中
へ
の
恩

返
し
、
ま
た
、
互
い
に
も
っ
て
い

る
よ
い
も
の
を
出
し
合
い
充
実
し

た
人
生
、
社
会
生
活
が
送
ら
れ
る
」

と
語
ら
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

9 



平成14年2月

.トピき汐タス.
IN 

fE患がむ

広報たまかわ

1;2~ 、 13年度ベストホインを表彰

玉川村野球協会納。111 ~~ :EJ' J，iI' lD1J Z三~Z玄

村野球協会(須田詣広会長)では、納会の席上、平成12、13年

度に活躍した監督及び選手を選I~\r第 8回ベストナインjの表彰を

行ないました。今回、ベストナイン仁選ばれた選手は次のとおり

で す。(敬祢略)

最短秀監督吉田浩(ドジャース)

投手倉鎌豊志(ドジャース)捕手大竹畳一(川|辺クラブ)

内野手 奇賀弘幸(ジ、ヨ一力一ズ)・首藤昌幸(ドジャース)

鈴木忠夫(玉川シニア)・駒木捜俊彦(玉川村役場)

外野手 須藤孝一(川辺クラフト塩沢賢一(玉川村役場)

グ 永沼直樹(東京精工)

平成14年2月広報たまかわ

耕
一ボ
ト
ル
で
登
場

さ
る
な
ル
ワ
イ
ン

平
成
苛
一
川一
一
年
産

さ
る
な
U
商
昂
発
表
会

さ
る
な
し
商
品
発
表
会
は
、
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

関
係
者
約
三
十
五
名
が
出
席
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

商
品
発
表
は
、
新
ボ
ト
ル
と
な

っ
た
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
や
ド
リ
ン

ク
、
今
回
は
新
た
な
商
品
作
り
と

し
て
、
小
高
に
あ
る
パ
ン
庖

「森

の
窯
」
(
・活
主

小
林
隆
さ
ん
)

か
ら
さ
る
な
し
を
使
用
し
た
パ
ン

や
パ
イ
・
生
チ
ョ
コ
な
ど
の
製
品

八
口
聞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
方
々
は
、
ワ
イ
ン
や

ド
リ
ン
ク
を
試
飲
し
、
パ
ン
や
パ

イ
な
ど
を
試
食
し
今
年
度
で
き
た

さ
る
な
し
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

信J11 
号もi
機 T
設i
置i

信
号
機
は
、
毎
年
率
の
量
が
増
え
、

横
断
に
支
障
が
で
て
い
る
川
辺
中
沖

地
内
の
国
道

一一

八
号
線
上
に
「
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
」が
設
置
さ
れ
、

川
辺
小
学
校
児
童
が
石
川
警
察
署
署

員
か
ら
信
号
機
の
使
い
方
等
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
c

今
後
、
川
辺
区
民

や
通
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
に
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度

村
教
育

教
育
懇
談
会
は
、
村
の
教
育
上
の

諸
問
題
や
改
善
事
項
を
話
題
と
し
て

懇
談
し
、
関
係
各
位
の
共
通
理
解
を

い
た
だ
き
今
後
の
教
育
の
充
実
振
興

に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
村

関
係
者
・
村
議
会
関
係
者
・
教
育
委

員
会
関
係
者
・
玉
連
P
関
係
者
な
ど

A

一
十
六
名
が
出
席
し
行
な
わ
れ
ま
し

た。

県立博物館長、盛岡大学長の高橋富雄さんを講師に招いた

歴史講演は、岩j去寺地区農業構造改善センターで開催され、石

川地方を治めていた戦国大名石川氏を学びました。

講演会は」岩法寺地区の主催で、村教筒委員会が後援となり、

「石川|氏一千年史と石川氏jの演題で語られ、歴史ファン150
人lま深い学識に麦えられた分力、りやすい話に聞きいっていま

した。

戦国大名石川氏を学ぶ!

玉
川
第
一
小
学
校
(
奥
貰
四
郎

校
長
)
の

J
R
C
委
員
会
委
員
長

の
相
田
大
地
君
(
六
年
)
は
、

玉

一
小
の
児
童
と
職
員
か
ら
の
共
同

募
金
を
持
参
し
て
、
歳
末
助
け
合

い
へ
と
車
田
村
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

小正月の伝統行事

ゃっちゃごや
小正月の行事「ゃっちゃごやjが、本年も南須釜

地区と山小屋地lZの二力所でおこなわれました。

ゃっちゃごやのな力、では、号(共たちが旭区の人た

ちが自宅から持参した餅を焼いたり、日茶や甘酒な

どを振るまわっていました。

周りが暗留になった午後7時30分頃には、小屋

に火が入れられ赤々と燃えよがりました。

nu 

凋
t
a
E
'

平
成
十
四
年
新
春
互
礼
会
は
、

玉
川
村
と
玉
川
村
商
工
会
の
主
催

で
マ
I
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ
れ
、

村
内
各
界
の
代
表
者
な
ど
約
白
名

が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
は
、
車
田
村
長
や
境
田
村
商

工
会
副
会
長
の
主
催
者
代
表
あ
い

さ
つ
の
後
、
塩
田
県
議
会
議
員
や

西
川
村
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
口

会
場
で
は
、
新
春
の
あ
い
さ
つ

や
今
年
の
抱
負
な
ど
を
語
り
、
平

成
十
四
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

南
須
釜
の
吉
村
忠
雄
さ
ん
の
腹
話

術
や
マ
ジ
ッ
ク
、
須
釜
小
学
校
四

辻
分
校
の
児
童
十
七
名
に
よ
る
四

辻
清
流
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
会
に

華
を
添
え
ら
れ
ま
し
た
口

団
子
さ
し
は
、
元
々
豊
作
や

家
内
安
全
を
祈
っ
て
小
正
月
に

各
家
庭
の
神
棚
に
飾
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
団
子
さ
し
飾
り
が
、
福

島
空
港
ピ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
今
年

も
飾
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
装
飾

は
、
大
雷
神
社
奉
賛
会
な
ど
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
六
年
目
と
な
る
団
子

さ
し
飾
り
は
、

二
階
の
手
す
り

な
ど
に
色
鮮
や
か
に
飾
ら
れ
搭

乗
客
の
日
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
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080 
ふくしまジョフ、フェア2002
~発見!きみの将来 学笠と企業との梨け橋のために~

開催のお知らせ

司直司国の健康ごよみ

'1呆

(采

山鳩会

主F削10時00分~

すくすくクラブ

欄 2月

15巴(金)

19日(火)

福島県内の最低賃金が改正されました

~平成14年 成 人 式 仁 て ~

福島県の最低鍾主力官、次の表のとおり改正されました。

610円 113.10.1 

非鉄金属製造業

電気機械器異製造業

輸送用機械器異製造業

精密機械器異製造業

自動車小売業

4，868円
彊島県最低重金
(下記5産業を陪く全産業)

ア

平成13年分の所得税確定申告は2月16巴(土)から3月15

8(愈)までです。(税務署の窓口での受付は2月188(月)か

らとなります。)

税務署では「申告者自ら正しい申告と納税を仔なうjという

申告納税制度の趣旨から、確定申告書などの{白書申告jを推

進しております。

確定申告書や収支内部書などは、 f確定申告の手引きjや

「収受内訳書の書き方Jなどを参警にご自分で記載して、出来

上がった申告書等は、早めに郵送等で提出してください。

2頁醤ハ|税務署では、前年同様「須輩川市産業会館jにおいて、

申告書等を作成される万のために、記載方法のアドバイスを

巧なう申告相談会場を開設しておりますが、できるだけご自

分で記載した上でおいでいただくようご理解とご協力をお願

いします。

国税だより

?得税確定申告

自分で書いて郵送で

HONKIセミナ一実行委員会

現在、大挙や短大等に在籍している学生の皆さんに、舎の産

業・企業・職業や就職状況などの情報を果肉企業が発信する揚

として、 iiS¥くしまジョブフ工ア2002Jを下記のとおり開寵し

ます。

将来、県内企業に就職を考えている大学生、短大生、高専生、

専修学校生の皆さん、ぜひ、参加して、あなたの将来=しごと

について考えませんか。

福議労働局
公

{采

午前10時00分~

3~4力問児鑓診・

午後 18寺30分~

三種混合予防護種

20日(水)

288(木)

午後 1時30分 ~

平成14年2月27日(水)

午後 18寺00分から午後5時00分まで

ヒ、ツクパレットふくしま多目的展示ホーん(1階)

申込不要入場無料

間合わせ先 午960-8031 福富市栄自J6-6 ユニック

スビル6踏岱024(528)0254 FAX024C521 )0449 

2寺

F万

日

場

i)i:' 

1采

{采

山鳩会

午前10時00分~

すくすくクラブ

午前10詩00分~

1才兜お誕生梧談会

公:公立岩瀬病院

午 後 1時30分~

保:保健センター

.3月

8日(金)

12日(火〉

15日(金〕

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く経iJ干し申し上げます。 件付

-南須釜の大野一良ffさんから

・南額釜の佐久間正徳さんから

.:1，ヒ須釜の塩津賢ーさんから

寄付ありがとうございます

コ
-d山

-蒜生の曲山Ifl幸男さんから

・ rfl の高林浅吉さんから

・竜崎の湯津手Ij之さんから

空へつづく美しき道を走ろう! あぶくま高原道路
横島県道路公社11(024)521-5530・あぶくま高原道路管理事務所岱(0 2 48) 4 1 2 1 71 
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iお誕生おめでとうございます|

(1月届出分)

課護者名

正

秀

浅

止

問
打
け信

正
正
明口

密
山

隆

ア

コ

一

ウ

ム

は

車
問

E
、
ン
給

日

訂

~I
ヨ

ω

i

i

I

 

沼
口
山
林
津
野
民
間
平
日
山
仏

れ

V
U

令

/

;

さ

さ

(
E
怜

m
M
4
易

大

左

孟

望

だ

i
:
1
1
:
A
i
j
i
希

く
を
出

載
し

搭

申

釜

mw
市

ク

須

物

船

叱

広

の

;

出

村のようす
(14fj:2月1日現在)

也
、
活
十
刀
臼
日

什
』
ノ
ル
す
ル
Y

口
H
H

1月届出分)

世需主名

i峰男

キイ子

部

5，697円 713円 13.11.27

5，378円 672内 13.12.1 

5，649円 707円 113.12.1 

5，606円 702円 113.11.26

5，597円 701円 113.12.9 

険福島県内の事業擦で使用されるすべての労働者(パートタイマー

ルバイト等を富む)に適用されます。

惨精皆副手当、 i量動手当、家接手当、時間外、休日、深夜手当、 1ヶ月

を超える期間ごとに支払われる語金は算入されません。

砂産業間最低鍾金の一部仁適用除外業譲があります。

詳しくは、需車労働局鐘金室(まま024-536-4604)又は、お近くの

労働暴準監醤還にお訪ねください。 福島労働局

出生児氏名

旧喜輝

7J 

ノレ

次

ツ

平

泉

高林

大竹

枠11 校

小林

形

地区名

小高

中

地区名

中

竜 1I時

ク

ク

1，820戸(十5)

3，784人(+8) 

{
納
期
限
は

2
悶
お
巳
(
時
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
】

今
月
の
納
税

7，639人(+12)

3，855人(十4)

盟

定

資

産

税

国
民
健
療
保
険
税

国
民
任
〈
孟
保
験
料

第

4
期

第

8
期

2
月
保
険
料

-
回

u
m
e
I

宣
子

春

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i

i

l
村
公
民
館

さ
る
な
し
俳
句
会
初
句
会
詠
草

特
の
実
の
色
づ
き
く
れ
ば
野
の
晴
れ
マ
紺
碧
に
法
む
宝
珠
り
な
し

吉
田

天
蓋
に
月
冴
へ
わ
た
リ
仁
王
門

理
流
の
板
子
一
枚
に
魅
リ
つ
つ
溝
ち
潮
に
乗
る
何
時
間
後
か

生十

...... 
"'T' 

次

さ
り
げ
な
く
患
療
を
閉
さ
を
り
年
の
暮

露
霜
ピ
な
る
ら
し
絡
め
ば
冷
た
く
て
沈
々
ピ
照
る
十
三
夜
の
月

小
針
み
ね
子

由

散
る
花
は
運
命
な
れ
ど
そ
の
盛
り
止
め
置
き
た
し
絵
筆
の
界
に

金十

愛
子

書
、
初
め
や
筆
持
つ
掠
に
墨
の
花

真

犬
連
れ
に
一
瞥
く
れ
て
精
を
虫
す
樋
門
工
事
の
作
業
員
ら
は

吉
田

英
祐

友
見
舞
い
す
ら
り
嘘
言
う
寒
椿

や
が
て
来
る
ロ
ボ
ッ
ト
丈
北
ク
口
!
ン
化
も
如
何
な
向
に
受
け
止
め
ゆ
か
ん

川

崎

雄

子

ほ
ん
の
り
と
昇
る
輯
臼
今
包
み
つ
つ
春
を
匂
わ
す
わ
が
支
の
野
は

全
部
木
さ
み

生
牡
塘
の
寝
元
す
ぐ
る
今
拐
の
味

イニ

年
越
し
ゃ
父
の
味
紘
ぐ
蕎
麦
を
打
ら

美

干
し
物
の
白
さ
に
止
ま
る
冬
の
雄

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

イニ
言己主ロ

華

美オ夫モb
s、と"

13 



私
の
ふ
る
さ
と

円谷印刷(毎月 15日発行)発行/福島県石川郡玉川村大字小高字仁1:111股9

シリーズ

今日の食卓⑭

f三度の食事は

しっかりとりましょうj

ー
北
海
道
需
広
市
|

安
田
美
穂
さ
ん
(
岩
法
寺
)

私
の
ふ
る
さ
と
帯
広

入
J

市
は
、
北
海
道
の
道
東
に

額

位
置
す
る
、
十
勝
平
野
に

あ
り
、
自
然
と
触
れ
合
う
こ

と
が
た
く
さ
ん
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
内
か
ら
は
、
離
れ
ま
す
が
、
東

京
ド
l
ム
が
一一一

O
個
も
入
っ
て
し

ま
う
広
大
な
敷
地
の
八
千
代
牧
場
で

は
、
六
月
に
お
祭
り
が
あ
り
地
場
産

の
肉
や
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
ほ
か
、

乗
馬
体
験
も
で
き
ま
す
。
季
節
的
に

は
、
六
月
あ
た
り
は
、
梅
雨
が
な
い

の
で
、
新
緑
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

夏
は
短
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
平
原

『自身魚のホイル蒸し山楓みそ風昧J

- み そ 大さじ1

・砂糖 大さじ1.5

・山御 5枚
(半分山楓を

使用しても良い)

400g 

1枚

400g 

50g 

4枚

一材料(4人分)ー

-自身魚

・焼き思腐

・里芋

・ ね ぎ

・しいたけ

ま
つ
り
、
花
火
大
会
、
七
夕
ま
つ

り
、
十
勝
い
か
だ
下
り
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
秋
の
紅
葉
は
早
く
十
月

初
旬
か
ら
中
旬
に
は
見
ご
ろ
で
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

冬
は
、
と
て
も
厳
し
く
マ
イ
ナ

ス
二
十
度
以
下
に
な
る
日
も
あ
り

ま
す
。
氷
の
芸
術
品
が
い
っ
ぱ
い

の
「お
び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
」を
始
め
、

白
銀
の
世
界
で
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
、
犬
と
の
息
ピ
ッ
タ
リ
の
犬

ぞ
り
大
会
な
ど
で
、
年
中
楽
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
の
帯
広
で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
2
U
1
4
6
2
1
)
 

方的
J作

①白勇魚は一切れを3つにそぎ切りにする。

②里芋はぬめりをとり郊で1口大に切る。

③焼き豆腐、ねぎ、しいたけは食べやすい大きさに

切る。

④ ① ②③をアルミホイルに包んで蒸す。

⑤山vt&の葉をすり、みそと砂糖を加えて練りみそを

作る。

⑤食べる時に練りみそをかけて重量べる。

朝
心に残る我がふるさと

f夢を結んだ道』

東京都北区

矢部菊雄さん

() 11辺出身・矢部アキさんの長男)

正
月
気
分
も
一
段
落
し
た
今
自

こ
の
ご
ろ
、
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

故
郷
を
離
れ
て
、
早
四
十
数
年
余

り
に
な
り
ま
し
た
が
、
思
い
出
で

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃

遊
ん
だ
雪
深
い
畦
道
を
歩
い
て
見

る
と
山
川
池
な
ど
に
自
然
が
沢
山

残
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
に

な
く
雪
が
多
い
と
か
聞
き
ま
す

が
、
山
遊
び
で
は
竹
ス
キ
l
、
山

道
で
は
ソ
リ
滑
り
、
竹
馬
乗
り
の

思
い
出
は
自
分
の
背
丈
よ
り
高
く

作
り
軒
先
の
「
つ
ら
ら
」
取
り
や
、

池
で
は
下
駄
ス
ケ
ー
ト
な
ど
で

色
々
と
遊
び
ま
し
た
。
ス
キ

i
・

ソ
リ
・
竹
馬
・
ス
ケ
ー
ト
な
ど
は
、

す
べ
て
手
作
り
で
し
た
。
今
に
な

る
と
懐
か
し
く
思
い
出
に
ふ
け
る

ば
か
り
で
す
。
最
近
で
は
交
通
の

便
利
が
よ
く
な
り
、
上
京
し
た
頃

は
列
車
で
帰
郷
の
際
は
、
上
野
駅

に
何
時
間
も
並
び
、
最
終
列
車
で

泉
郷
釈
に
、
の
ち
に
川
辺
沖
駅
が

出
来
ま
し
た
。
当
時
冬
の
車
で
の

帰
郷
は
所
々
で
凍
結
が
有
り
時
聞

が
か
か
っ
た
事
ば
か
り
、
最
近
で

は
田
舎
も
近
く
な
り
ま
し
た
ね
。

新
幹
線
や
車
は
高
速
道
路
時
代
の

流
れ
と
言
い
、
後
れ
馳
せ
な
が
ら

数
年
前
か
ら
首
都
高
王
子
イ
ン
タ

ー
工
事
が
始
ま
り
、
あ
と
何
ヶ
月

で
全
線
開
通
と
な
り
ま
す
が
、
王

子
住
民
に
な
っ
て
か
ら
の
長
年
の

夢
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
北
の
玄

関
王
子
イ
ン
タ
ー
と
田
舎
の
あ
ぶ

く
ま
高
原
道
路
と

一
本
で
結
ば

れ
、
更
な
る
経
済
発
展
を
期
待
し

て
居
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
玉
川
村
、

東
京
玉
川
会
の
皆
様
の
ご
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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